
・内科　　15,515人
・小児科　15,831人
・外科　　 7,678人
　合計　　39,024人

・救急車受入実績　1,402件

以上のとおり、指定管理者は初期救急医療機関としての責務を本年度も十分に果たした。

2018年度
横須賀市救急医療センターの管理状況

管理運営に対する市の評価

指定管理者は、協定書に基づき施設を適切に管理し、健全な運営を行った。
指定管理者としての患者サービスの一環として引き続き、あらかじめ混雑が予想される日は、2診体制を準備して対応した。

2018年度実績



2018年度 内科 小児科 外科 患者計 特記事項

2018年
4月

899人 853人 609人 2361人

・ゴールデンウィークに備え、例年通り市内の診療所の開院状況を調査し、掲示並びに配布
 を行った。
・ゴールデンウィーク期間中は内科、小児科、外科を12時から20時まで2診療体制で行
 ったため、医師等のスタッフの増員や椅子の増設、感染症患者専用の待機場所の増設準
 備を行った。

2018年
5月

1016人 1112人 829人 2957人

・ゴールデンウィーク期間中の祝日は混雑が予想されたため、12時～20時まで全ての診療
 科の医師、看護師等を増員し2診体制とした。
・ゴールデンウィーク中の市内の診療所の開設状況について、掲示とちらしの配布並びに
 電話での問い合わせについて対応を行った。

2018年
6月

634人 817人 580人 2031人
・6月15日に救急医療センター連絡会を実施した。

2018年
7月

1086人 1411人 792人 3289人

・7月7日に救急医療センター災害訓練を実施し、地震発生時の初動体制の確認と火災発
 生による初期消火の訓練を実施した。
・7月15日・16日は小児科・外科を12時～20時まで2診体制として診察を行った。

2018年
8月

931人 1022人 665人 2618人

・8月4日よこすか開国祭開国花火大会実施時には、救急医療センター利用者への花火大
 会による影響がないように対応した。
・例年通り、市内診療所の多くがお盆休みとなるため、お盆期間中の診療所等の休診情報を
 救急医療センター利用者に提供し、救急医療センター受診者の通院等の利便を図った。

2018年
9月

895人 1082人 745人 2722人

・16日・17日・23日・24日は、混雑を想定して小児科・外科を12時～20時まで2診体
 制として診療を行った。

2018年
10月

746人 902人 602人 2250人
・7日・8日の連休は、小児科・外科の診療を12時～20時まで2診体制とした。
・19日に非常用発電機の動作確認を行った。



2018年度 内科 小児科 外科 患者計 特記事項

2018年
11月

849人 1019人 553人 2421人
・11月10日に行われた第23回横須賀市医師会災害救護訓練に、救急医療センター職員も
 参加した。

2018年
12月

1677人 1711人 686人 4074人

年末年始（12月29日から1月3日まで）の診療体制を例年通り整備した。
・内科・小児科は、8時から24時まで、外科は、12時から20時まで2診体制。
・看護師、薬剤師及び事務員の増員。
・駐車場整理員を2名配置。
・中央待合に折り畳み椅子の増設
・市内の地区ごとに救急医療センター協力診療所の開院状況の掲示並びに配布。

2019年
1月

4409人 3483人 638人 8530人

・年末年始（12月29日から1月3日まで）の診療体制を例年通り整備し、診療体制を強
 化した。
・1月の祝日、日曜日や一部の土曜日は、医師・看護師・薬剤師や事務職員などのスタッフ
 を増員し、内科・小児科を一時的に2診体制で診察を行い、患者数の増加に対応した。
 また、待合室に椅子を増設して混雑時の患者負担の軽減に努めた。

2019年
2月

1496人 1446人 446人 3388人

・インフルエンザ等による患者数の増加に対応するため、あらかじめ混雑が想定された日
 の日曜・祝日は内科、小児科の一部時間帯を2診体制とし、医師・看護師・薬剤師や事務
 員も併せて増員し、患者の増加に対応した。
・横須賀市医師会災害対策委員会に救急医療センター事務職員も出席した。

2019年
3月

877人 973人 533人 2383人 電気設備点検を実施し、異常がないことを確認した。 

合計 15515人 15831人 7678人 39024人


